
統計情報を用いた話題特定と文脈の再構築による
複数テキスト要約
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� 緒言

複数テキストを対象とした自動要約が求められてい
る．今日，��� ページに見られる大量のテキストを
対象とした検索システムが利用されているが，検索結果
自体が大量である点や，検索結果が分類されていないな
どの問題から，効率的な情報収集は困難である．大量テ
キストからの効率的な情報収集には，テキスト集合に含
まれる話題の把握による概要把握が重要である．
本稿では，概要把握を目的とした複数テキストの自動
要約手法を提案する．概要とはテキスト集合を代表する
文の集合である．本稿では，テキスト集合の特徴的な内
容を示す話題の特定手法と，話題の内容を説明する要約
の生成手法を提案する．

� 概要把握のための複数テキスト要
約

本稿における概要とは，テキスト集合の内容を代表
する文の集合である．内容の類似するテキスト集合で
は，テキスト間に共通する記述が存在する．この記述
は，テキスト集合の特徴を知る上で有効である．特に，
���ページのような大量のテキストを対象とした情
報収集では，個々のテキストについての詳細な理解よ
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り，テキスト集合の概要をまとめて理解することが重要
である ���．本研究では，テキスト集合の全体的な理解
を概要把握と呼ぶ．
テキスト集合の概要把握に関する先行研究には，佐藤

らの �����	
 のダイジェスト自動生成 ���や ���
� ら
のテキスト動的分類 ���がある．
佐藤らの手法は，情報抽出に基づく概要把握支援で

ある．この手法は，テキストの表層的特徴を用いて目的
の情報を抽出し，ダイジェストとして自動編集する手法
である．提案手法の利点は，一度，抽出規則を記述すれ
ば，追加されるテキストからも同じように情報を抽出で
きる点である．一方，抽出規則の設定が困難な点や対象
テキストが限定されるなどの問題がある．
���
� らの手法は，テキスト自動分類に基づく概要

把握支援である．���
� らは，ユーザの選択したテキ
スト集合を動的に再分類するための手法を示した．提案
手法を実装したシステム ������������は，次のよう
に動作する．���システムはテキスト集合を各クラスタ
に分類，各クラスタの内容を複数のキーワードで表す，
���ユーザはキーワードを参照し，関心のあるクラスタ
を選択する．���システムはユーザの選択したクラスタ
に含まれるテキストを分類する．この手法の利点は，テ
キスト集合を動的に分類出来る点である．一方，クラス
タの内容はキーワードで表されるため，クラスタの内容
を十分に表現できないといった問題がある．
��� のように雑多で大量のテキスト集合を対象と
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した概要把握では，対象テキストを限定しない話題特定
手法が必要である．また，ユーザがテキスト集合につい
て理解するため，特定した話題についての説明が必要で
ある．

本研究では，���テキスト集合の統計的特徴を用いた
話題特定手法と，���話題に関連する文を組み合せ，話
題を説明する要約を生成する手法を提案する．話題と
は，相互に類似するテキスト集合の内容を代表する文で
ある．本研究では，クラスタリングと単語の歪度・尖度
を用い，対象テキストに依存しない話題特定手法を提案
する．一方，要約とは話題に関連する文の集合である．
本研究では，焦点&主題連鎖を用い，話題に関連する文
を組み合わせる要約生成手法を提案する．

� 統計情報を用いた話題特定

クラスタリングと歪度・尖度を用いて話題を特定す
る．歪度・尖度は分布に関する統計値で，歪度は分布の
歪みを，尖度は分布の尖りを表す指標である．歪度 ��
と尖度 ��の定義を各々���'���式に示す �(�．
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なお，�はデータ総数，��� ��� � � � � �� は各データ，*�は
平均，�は標準偏差である．
歪度と尖度がテキスト集合中の話題を示す例を ���� �

に示す．���� �は，+風力発電,を含むテキスト集合中，
全体的な話題を示す単語 �全体語������ ����と，部分的
な話題を示す単語 �部分語������ ��$��の歪度 �
 �	��

�
と尖度 � "���
�
�を比較したグラフである．���� ��$�
の部分語は，���� ���の全体語に比べ歪度・尖度とも
に高い値をとることから，本研究では歪度と尖度を用い
て全体的な話題・部分的な話題を特定する．
話題特定手順を次に示す．

�� テキスト集合をクラスタに分類．
�� 歪度・尖度から単語の評価値を計算．
�� 文に含まれる単語の評価値から，文の評価値を計算．
(� 文の評価値から部分話題・全体話題を特定．

クラスタリングには，最遠距離に基づく階層的クラスタ
リングを用いる．また，単語の評価値には歪度と尖度の
線形和による次式を用いる．
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なお，���	�はテキスト集合中の単語 �，
�� 
�は各々，
歪度 ��と尖度 ��に対する重みである．単語の全体語
と部分語への分類は，���式の評価値に閾値を設け，分
類する．次に，テキスト中の各文について評価値を計算
する．文の評価値は，文中に含まれる全体語もしくは部
分語の評価値の総和である．全体話題は文に含まれる全
体語の評価値の総和から，また，部分話題は部分語の総
和から特定する．参考文献 �.�に詳細な手順を示す．

� 文脈の再構築による要約生成

文の主題と焦点情報を用いて要約の文脈を生成する．
主題とは，ある一つの文中で中心的に記述される情報
であり，焦点とは，後続の文の主題になり得る情報で
ある．
本研究では，焦点&主題連鎖を用いて文脈を生成する．

焦点�主題連鎖とは，先行文で取り上げた内容を後続の
文で記述する談話構造である �/�．
焦点&主題連鎖のアルゴリズムを0$%� �に示す．アル

ゴリズムの入力は要約の元となる話題 ��，出力は要約
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�
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�� 最近のソフトウエア開発ではエージェント利用が新たな流れ
となってきている。

�� ＮＴＴの開発した「追跡問題」モデルのエージェント利用は、
それぞれのエージェントの働きを効率化し、全体の処理時間
を短縮した点で前進といえる。

�� エージェントはそれぞれが独立し、自律判断機能を持つソフト。

の文脈 ) ���� ��� � � � � ���である．アルゴリズム中で
用いる関数は，文の焦点を求める関数 � ��，焦点を主題
に取る文の集合を求める関数 ���，要素の最大値を求め
る関数	����である．
アルゴリズムの手順は次の通り．まず，先行文 ��に
含まれる焦点集合 � ����から任意の焦点 ��を選択する．
次に，焦点 ��を主題に取る文集合 �����の内，最も多
く全体語もしくは部分語を含む文 ��を後続文 ����とし
て出力する．アルゴリズムは，要約の文数が � に達す
るまで繰り返す．
アルゴリズムを適用して生成した文脈の例を 0$%� �

に示す．表中の太字は文の主題を，下線は焦点を表す．

� 概要把握支援システム� �����

�����	
�

提案手法の実装として ����� �����	
� を試作した．
����� �����	
�は，テキスト集合の概要把握を支援す
るシステムである．ユーザはキーワード検索を行ない，
クラスタリングされた検索結果から，各クラスタ及びテ
キスト集合全体の話題と要約を閲覧できる．システムの
画面を �����に示す．�����中の文は，各クラスタの部分
話題を表す．ユーザは，関心のある部分話題を選択する
ことで，話題に応じた要約を閲覧できる．
システムの主な特徴は次の通り．

� キーワード検索を行い，検索結果をクラスタリン
グする．
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� 各クラスタの部分話題，テキスト全体の全体話題
を特定する．

� 特定した話題について要約を生成する．
� ユーザの選択したクラスタ数に応じ，動的に話題
を更新する．

� ユーザの選択した話題に応じ，動的に要約を生成
する．

����� �����	
�では，ユーザがクラスタ数を設定し，話
題の粒度を変更できる．また，ユーザはテキスト集合中
の話題を選択し，話題に応じた要約を閲覧できる．この
ように，����� �����	
�ではユーザの観点に応じた概
要把握が可能である．
システムは��� ブラウザをインタフェースとし，

7��%と ��8を用いて構築した．テキストデータには新
聞記事�を用いた．

� 評価

提案手法の評価として，システムの特定した話題と要
約についてアンケート調査を行なった．評価者は情報科

�日本経済新聞 �	年度版 本稿に掲載される新聞記事の著作権は
日本経済新聞社が有する�
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学を専攻する大学院生 : 名である．実験データは，�:
テキストを :クラスタに分類した内の � クラスタに含
まれる /テキストである．評価は .段階評価で行なう．

��� 話題の評価

部分話題 �7���% 0�����と全体話題 ������% 0�����
について評価した．評価対象は部分話題として � クラ
スタから � 話題，全体話題として �話題，計 �� 話題で
ある．結果を ���� �に示す．表中の数字は，�話題の評
価の合計である．
部分話題では肯定評価を得た．各クラスタの部分話題

に対し，評価者の半数が肯定評価 �;$�
�<';$�����<�を示
した．肯定評価の割合は，最大 .:��=��%"
��� ��，最小
(.�:=��%"
��� ��である．また，肯定評価に対する否定
評価 �;	��
�<';	��
�<�の比率 �否定評価数�肯定評価数�
を 0$%� �に示す．各部分話題とも比率は低いことから，
提案手法は部分話題の特定に有効である．
一方，全体話題では否定評価となった．0$%� �の肯
定評価に対する否定評価の比率では，部分話題の値に
比べ大きな値となった．この原因として，全体話題の対
象とするテキスト数の影響がある．本研究では，テキス
ト集合全体の代表として全体話題を特定する．しかし，
対象テキスト数が多い場合，全体話題がテキスト集合全
体を代表しない場合がある．今後，全体話題にとって適
切なテキスト数について検討する．

��� 要約の評価

要約の評価として次の点について調査した．

内容予測 �������	
�
要約からテキスト集合の内容を予想できるか．

比較 �������	���

要約から予想した内容と実際のテキストの内容は
同じか．

内容予測では評価者の /��.=が肯定評価を示した．一
方，要約から予想した内容と実際のテキストとの比較

���� (� 96%"���� �# 
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では，肯定評価は �>�.=，否定評価は �.�?=となった．
評価者の回答を ���� (に示す．
予想と実際の内容との比較で否定評価となった原因

に，不適切な文脈の影響がある．実装システムでは焦点
の選択をランダムとした．このため，不適切な文脈を持
つ要約が生成されることがある．今後，一貫した文脈生
成における，焦点の選択方法について検討する．

� 結論

概要把握のための複数テキスト要約手法を提案した．
大量のテキスト集合からの情報収集では，テキスト集合
の概要把握が重要である．本稿では，話題特定と要約生
成による概要把握を目的とした複数テキスト要約手法
を提案した．話題と要約について評価実験を行なった結
果，部分話題の特定，要約からの内容予測に提案手法の
有効性を確認した．今後は，全体話題の対象とするテキ
スト数，焦点の選択基準について検討する．
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